
ウバザメ　日本周辺
（Basking Shark, Cetorhinus maximus）

最近の動き

世 界 的 に 特 に 目 立 っ た 動 き は な か っ た。 我 が 国 で は、
1970 年後半以降、本種を対象とした漁業はなく、出現記録
は年間数尾程度にとどまっており、大きな変化はない。

利用・用途

かつては、鰭はフカヒレスープの原料に、皮は皮革製品と
して、肉は生肉や干し肉として人間の食用になる他、家畜餌
用のフィッシュミールとして利用していた。また、肝油は
工業用、化粧品用などに利用していた（Springer and Gold 
1989、Compagno 2001）。例えば、英国、アイルランド・
ノルウェー・アイスランド海域で漁獲されたものは肝油とし
て利用され、ペルーやエクアドルの沖合で漁獲されたものは
米国のカリフォルニアに水揚げされ肝油やフィッシュミール
として利用された（Springer and Gold 1989）。

漁業の概要

我が国では 1960 年代後半から 1970 年代にかけて、三重
県波切で突きん棒により漁獲し、肝臓を利用していた。現在
本種を対象とした漁業はなく、全国各地の定置網で偶発的な
迷入が観察される程度である。漁獲が稀で市場価値も低いこ
とから、一部は水揚げされて市場に上がるものの放流される
個体も多いため、公式な漁獲統計としてほとんど残っていな
い。

生物学的特性

【分布】
ウバザメは全世界の温帯海域から寒帯海域にかけて分布し

ており、沿岸から沖合にかけて生息している（図 1）。稀に
熱帯海域にも出現するが、出現例は少ない。西太平洋では台
湾が南限となっている（Compagno 2001）。日本近海では太
平洋側は春から夏に出現し、日本海側は冬から春が多い。最
南端の沖縄での出現例は 7 月である。ウバザメは太平洋の東
西両岸で出現するが、東西の交流などに関しては不明である。
Couto et al .（2017）は、ポルトガル南部で集めた 20 年間の
観測データを用いて、この海域では主に春にウバザメが観測
されることを示した。この季節的な出現は、冷水域の拡張に

伴って湧昇流が起き動物プランクトンが増加することと関連
していることを示唆した。また、観測された 14 ～ 24℃の調
査データの中で 20 度以下の冷水域を好むこともわかった。

【産卵・回遊】
小型個体の出現例や調査例は少なく、20 世紀中頃にア

イルランド海域で最小遊泳個体 1.65 m という記録がある
（Bigelow and Schroeder 1948）。このことから、出生体長は

全長 1.7 ～ 1.8 m と推定される。産卵については、繊毛状組
織におおわれた内壁を持つ子宮の性状や分類学的にネズミ
ザメ目に属するさめとの類似などから、胎生で卵食性であ
ろうと推定されている（Matthews 1950、Compagno 2001）。

図 1. ウバザメの分布（Last and Stevens 1994、内田 1995）

ウバザメ（Last and Stevens 1994）
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回遊について不明な点が多いが、大西洋では広く回遊する
ようである（Gore et al . 2008、Skomal et al . 2009）。また、
ポップアップアーカイバルタグの記録から、水温フロント
に沿って移動している報告がある（Priede and Miller 2009）。
Doherty et al .（2017）は、2012 ～ 2015 年にスコットラン
ド沿岸域で 70 本の衛星タグをウバザメに装着し放流した。
165 日以上装着していた 28 本の標識データから夏場以降の
行動が示され、ウバザメは直線距離で 3633 km 移動したこ
とがわかった。また、3 分の 1 は放流したイングランド・ア
イルランド・フェロー諸島の海域にとどまり、3 分の 1 は南
方のビスケー湾まで回遊し、残りはイベリア半島から北アフ
リカの更に南方の海域まで回遊した。さらに、ウバザメは大
陸棚および外洋の海域に生息し、50 ～ 200 メートルの水深
帯を利用することがわかった。

【成長・成熟】
ウバザメの雄の性成熟体長は 6.4 ～ 7.4 m、成熟年齢は

6 ～ 8 歳である。これは、北大西洋東部において脊椎骨椎
体の成長輪 2 本を 1 年とした年齢査定に基づく結果で、1
本 1 年の可能性も考えられるため、雄の成熟年齢は 12 ～
16 歳ではないかとの意見もある（Compagno 2001）。一方、
Bigelow and Schroeder（1948）は体型の変化、クラスパー（雄
の交尾器）の状態や精巣の調査例などから、雄の性成熟体長
は 4.6 ～ 6.1 m としている。雌の性成熟体長は不明であるが、
妊娠期間は 3.5 年と推定されている（Parker and Stott 1965）。

【食性】
ウバザメは主にプランクトンを捕食する（この他のプラン

クトン食性の大型板鰓類はジンベエザメ、メガマウス、オニ
イトマキエイなど）。口を大きく開けて遊泳し、鰓把でコペ
ポーダ、蔓脚類、十脚類、口脚類の幼生や魚卵などを濾しとっ
て捕食する（Compagno 2001）。

資源状態

日本周辺におけるウバザメの年別出現数を表 1 に要約し
た（漁獲を含む）。1960 年代後半から 1970 年代前半は三重
県波切で年間 100 尾程度の漁獲（突きん棒による）があっ
た。1975 年の出現数は約 150 尾であったが、1976 年約 20
尾、1977 年 9 尾、1978 年 6 尾と減少した。この減少は、主
として本種の需要低下による努力量の減少によるものであ
る。1970 年代後半以降は、ウバザメを対象とした漁業はなく、
漁獲は全国の定置網に偶発的に迷入した個体や海岸への漂着
の記録に限られる。また、定置網に入網した個体は、放流さ
れるものもあり、水揚げされる個体は一部に過ぎないと考え
られている。さらに、東日本大震災の影響で、東日本の太平
洋側の定置網の多くが損壊し未だに完全に復旧していないこ
とや、国際的なさめ類加工品全般に対する需要の低下に伴う
水揚げ率の減少した可能性を考慮すると、定置網に偶発的に
迷入するウバザメの個体数には、1970 年代後半以降明らか
な減少傾向はないと考えられる。

表 1.  日本周辺におけるウバザメの年別出現記録
出現記録は文献情報などから要約した。波切（三重県）以外の地
名はすべて県名である。

Copyright (C) 2019　水産庁　水産研究・教育機構　All Rights Reserved

平成 30 年度国際漁業資源の現況 34　ウバザメ　日本周辺

34 − 2



管理方策

本種の規制措置はない。現在、我が国には本種を対象とし
た漁業はなく、積極的な漁獲努力は行われていないので、特
に管理方策を策定する必要はないと考えられる。なお、ウバ
ザメが絶滅の危機にあるとして、2000 年のワシントン条約

（CITES）第 11 回締約国会議において、英国から附属書 II へ
の掲載が提案されたが否決され、附属書 III に掲載する修正
提案が行われた。2002 年の第 12 回締約国会議において、英
国から再度附属書 II への掲載が提案され、採決の結果 3 分の
2 以上の賛成が得られ可決された。このことから国際取引が
規制されるようになったが、我が国はさめ類を含む海産種の
資源管理については、漁業管理主体である RFMO 又は沿岸
国が適切に管理していくべきとの立場などから、ウバザメの
附属書 II への掲載に関して留保を付している。

執筆者

国際水産資源研究所　かつお・まぐろ資源部
まぐろ漁業資源グループ
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ウバザメ（日本周辺）の資源の現況（要約表）

資 源 水 準 ―

資 源 動 向 ―

世 界 の 漁 獲 量
（最近 5 年間）

調査中

我 が 国 の 漁 獲 量
（最近 5 年間）

年に 0 ～ 2 個体程度が定置網に迷入
（全国各地）

管 理 目 標 なし

資 源 評 価 の 方 法 ―

資 源 の 状 態 検討中

管 理 措 置 なし

管理機関・関係機関 FAO、CITES

最新の資源評価年 ―

次回の資源評価年 ―
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